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川村仁弘 教授のご退職に寄せて
萩原　なつ子
HAGIWARA  Natsuko
2013年 3月末をもってご退職される川村仁弘教
授は、立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究
科開設時に着任され、同じく、今年度を持って退
職される笠原教授らと共に、21世紀社会デザイン
研究科の礎を築いてこられた重鎮である。川村教
授自身は研究科の草創期を振り返って「21世紀の
社会をデザインするとはどういうことか、NPOと
NGOと危機管理がどのようにつながるのかをみん
なで議論した」と述べているが、川村教授と一緒
に研究科を支えてこられた中村教授は当時のこと
について次のように話してくれた。「研究科草創期のことでいえば、どちらかというと
『それいいね、やろう』と走りがちな北山先生、笠原先生、そして私（中村）に対し、
『いや、ちょっと待て』と、それこそ危機管理的なブレーキをかける川村先生といった
構図があり、両方の流れがあって、それが『大人』の思慮という一致点で折り合って
運営できたことが、研究科にとって幸せだった」。
本研究科の教員は多様な社会的背景、経験を持っている方が多いが、川村教授のご
経歴は他を圧倒するものがある。略歴を拝見してまず驚くのは、東京大学法学部在学
中に難関の司法試験に合格していることである。当然そちらの道に進むと思いきや、
川村教授は 1970年に自治省（現総務省）に入省された。その後自治省福利課長、公
務員課長、行政課長として本省でご活躍されただけでなく、北海道、群馬県、滋賀県、
新潟県へ出向され、地方自治行政にも長らく携わってこられた。滋賀県総務部長、新
潟県副知事、自治大学校長など要職も歴任され、地方自治行政のプロフェッショナル
としてのキャリアを積んでこられた。その豊富な実績とご経験をもとに、川村教授は
本研究科の 3本柱のひとつ「危機管理学分野」、とくに行政分野、防災分野の中心的役
割を担ってこられた。
川村教授と私との出会いは、私が 2006年に本研究科に着任した時からである。第一
印象は「冷静沈着」、「理路整然」。そして、「声が大きい！」。会議などでちょっと厳し
めのお顔でビシッとご自分の意見を述べたかと思うと、次の瞬間には優しい柔和な笑
顔を見せてくれる。こちらも、思わず、笑ってしまうことがあった。川村教授は非常
に探究心が強く、わからないことはわからないとはっきりと言い、理解できるまで質
問する姿、理解しようと努める姿を何度もみてきた。それは教員に対しても、学生に
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対しても同じであった。とくに学生に対しては「自分にない知識や経験がある」と大
変謙虚で、演習や指導を通してご自身が学生から多くの学びを得ようとしていた。そ
の姿勢は、川村教授の学生一人ひとりに対応した論文指導に表れていた。おそらく、
川村教授ご自身が社会人大学院生として中央大学大学院に学び、博士（法学）の学位
を取得されたご経験が、学生に対する温かい眼差しと懇切丁寧な論文指導につながっ
ていたように思う。
論文指導といえば、忘れられないエピソードがある。私のゼミ生で川村教授に副指
導をお願いしていた学生が、川村教授に 15時に指導の予約をしたところ、先生が 15
時と 5時を聞き間違えて指導開始が遅くなった。おりしもその日は 18時から萩原ゼミ
の打ち上げ飲み会が予定されていたので、当然のことながら学生は遅れて参加するこ
とになった。ところが嬉しいことに学生は川村教授と一緒にやってきたのだ。場所は
池袋西口のとあるカラオケルーム。先生が入ってこられた時に私が唄っていたのは、
山本リンダの「どうにもとまらない」。唄い終わった私に向かって先生は一言「指導時
間を間違えて、彼女が打ち上げに遅刻してしまって本当に申し訳なかった」と頭を下
げられたのである。大変驚き、こちらが恐縮してしまった。ちなみに川村教授の好き
なタレントが、山本リンダだと知ったのはつい最近のことである。しかも、愛犬グァ
ポ（スペイン語で“男前”という意味）の次に好きだとのこと。
ところで川村教授を語るうえで忘れてはならないことがある。おそらく川村教授を
知る人は一度ならず複数回は目撃しているのではないだろうか。川村教授は池袋駅と
大学間の道のりをなんと、本を読みながら歩いているのである。危機管理学の専門家
としては少し矛盾する行動だが、平成の二宮金次郎と呼びたくなるお姿に、学問に真
摯に向き合う姿勢をみる思いがする。川村教授は新年度も研究科の講義をご担当くだ
さることになっているので、時々は読書しながら通勤する先生に遭遇することができ
ることを大変嬉しく思う。
本研究科における川村教授の役割を一言で表すと、「ご意見番」。ちょっと判断に迷っ
た時など、的確な意見を出してくださる頼もしい存在である。「危機管理的なブレーキ
をかける」川村教授が研究科からいなくなってしまうことは大変残念である。川村教
授には、今後も多様な視点から忌憚のないご助言をいただくことを期待しつつ、これ
からのご活躍とご健康をお祈りして、ご退職に寄せての贈る言葉としたい。
